
　

平
成
28
年
第
２
回
定
例
会

は
、
６
月
21
日
招
集
さ
れ
、
町

長
の
行
政
報
告
の
後
、
報
告
１

件
、
選
挙
１
件
、
専
決
処
分
の

承
認
１
件
、条
例
の
改
正
１
件
、

　

平
成
27
年
度
寿
都
町
一
般
会

計
及
び
各
特
別
会
計
の
決
算
に

つ
い
て
、
５
月
31
日
に
出
納
閉

鎖
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
そ
の

規
約
の
変
更
３
件
、
単
行
議
案

２
件
、
補
正
予
算
４
件
を
審
議

し
、
一
般
質
問
を
行
い
同
日
閉

会
し
ま
し
た
。

概
数
を
報
告
い
た
し
ま
す
。

■
一
般
会
計

○
歳　

入

　
　
　
　
　

43
億
４
千
373
万
円

○
歳　

出

　
　
　

42
億
６
千
300
万
２
千
円

○
差
引
額

　
　
　
　
　

８
千
72
万
８
千
円

　

差
引
額
の
中
に
翌
年
度
へ
繰

り
越
す
べ
き
財
源
が
含
ま
れ

て
い
ま
す
。
～
（
総
合
文
化

セ
ン
タ
ー
非
常
用
発
電
機
整

備
及
び
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

強
化
対
策
事
業
の
一
般
財
源

３
千
601
万
２
千
円
。）
な
お
、

こ
の
繰
り
越
す
べ
き
財
源
が
含

ま
れ
て
い
る
た
め
、
こ
の
額
を

差
し
引
い
た
実
質
収
支
額
は
、

４
千
471
万
６
千
円
に
な
り
ま

す
。

■
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計

○
歳　

入

　
　
　

５
億
５
千
164
万
９
千
円

○
歳　

出

　
　
　

５
億
２
千
586
万
５
千
円

○
差
引
額
及
び
実
質
収
支
額

　
　
　
　
　

２
千
578
万
４
千
円

■
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

○
歳　

入

　
　
　
　
　
　
　

４
千
869
万
円

片岡春雄　町長

７月１６日・１７日に寿都神社例大祭が行われました。



○
歳　

出

　
　
　
　
　

４
千
863
万
９
千
円

○
差
引
額
及
び
実
質
収
支
額

　
　
　
　
　
　
　

５
万
１
千
円

■
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計

○
歳　

入

　
　
　
　
　

４
億
775
万
７
千
円

○
歳　

出

　
　
　

３
億
９
千
598
万
２
千
円

○
差
引
額
及
び
実
質
収
支
額

　
　
　
　
　

１
千
177
万
５
千
円

■
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計

○
歳　

入

　
　
　

１
億
６
千
384
万
１
千
円

○
歳　

出

　
　
　

１
億
５
千
626
万
３
千
円

○
差
引
額
及
び
実
質
収
支
額

　
　
　
　
　
　
　

757
万
８
千
円

◆
平
成
27
年
度
寿
都
町
一
般
会

計
繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
書
の

報
告

　

平
成
27
年
度
事
業
の
う
ち
次

の
事
業
に
つ
い
て
、
地
方
自
治

法
第
213
条
の
規
定
に
よ
り
繰
越

を
行
っ
た
も
の
で
す
。

（
第
213
条
＝
歳
出
予
算
の
経
費

の
う
ち
、
そ
の
性
質
上
又
は
予

算
成
立
後
の
事
由
に
基
づ
き
年

度
内
に
そ
の
支
出
を
終
わ
ら
な

い
見
込
み
の
あ
る
も
の
に
つ
い

て
は
、
予
算
の
定
め
る
と
こ
ろ

に
よ
り
、
翌
年
度
に
繰
り
越
し

て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。）

【
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
非
常
用

発
電
機
整
備
事
業
】

　

総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
非
常
用

発
電
機
整
備
事
業
は
、
泊
原
子

力
防
災
セ
ン
タ
ー
の
代
替
セ
ン

タ
ー
と
し
て
指
定
さ
れ
た
総
合

文
化
セ
ン
タ
ー
に
、
250 

KVA
の

非
常
用
発
電
機
１
基
と
上
屋
を

整
備
す
る
も
の
で
す
。
平
成
27

年
度
予
算
額
７
千
600
万
円
を
全

額
、
平
成
28
年
度
へ
繰
越
し
た

こ
と
の
報
告
で
す
。

【
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
強
化
対

策
事
業
】

　

情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
強
化
対

策
事
業
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の

　
　

宮
川　

芳
幸
（
新
）

　
　
　
　

字
開
進
町

◆
平
成
28
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
１
号
）・
・
・
・
・
・

・
・
・
・
・
・
・
・
原
案
可
決

　

予
算
総
額
に
、
100
万
円
を
追

加
し
、
総
額
を
48
億
９
千
500
万

円
と
す
る
も
の
で
す
。

●
補
正
の
内
容

・「
熊
本
地
震
」
に
よ
る
被
災

地
に
対
す
る
義
援
金
費
用

　
　
　
　
　
　
　
　

100
万
円
増

◆
寿
都
町
立
寿
都
診
療
所
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
・
・

・
・
・
・
・
・
・
・
原
案
可
決

　

在
宅
医
療
に
必
要
な
往
診
及

び
訪
問
診
療
に
つ
い
て
、
交
通

費
相
当
分
を
自
動
車
使
用
料
と

し
て
徴
収
す
る
た
め
、
一
定
の

基
準
を
定
め
る
改
正
を
す
る
も

の
で
す
。

◆
北
海
道
町
村
議
会
議
員
公
務

災
害
補
償
等
組
合
規
約
の
変
更

・
・
・
・
・
・
・
・
原
案
可
決

◆
北
海
道
市
町
村
職
員
退
職
手

当
組
合
規
約
の
変
更
・
・
・
・

・
・
・
・
・
・
・
・
原
案
可
決

◆
北
海
道
市
町
村
総
合
事
務
組

■
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計

○
歳　

入

　
　
　

３
億
７
千
215
万
６
千
円

○
歳　

出

　
　
　
　
　

３
億
６
千
963
万
円

○
差
引
額
及
び
実
質
収
支
額

　
　
　
　
　
　
　

252
万
６
千
円

■
風
力
発
電
事
業
特
別
会
計

○
歳　

入

　
　
　

４
億
９
千
462
万
８
千
円

○
歳　

出

　
　
　

４
億
７
千
936
万
７
千
円

○
差
引
額
及
び
実
質
収
支
額

　
　
　
　
　

１
千
526
万
１
千
円

　　

以
上
の
各
会
計
の
決
算
に
つ

い
て
は
、
係
数
整
理
の
上
、
監

査
委
員
の
意
見
を
付
し
て
議
会

に
提
出
い
た
し
ま
す
。

利
用
に
よ
る
高
度
な
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
対
策
を
構
築
す
る
も
の

で
す
。
平
成
27
年
度
予
算
額

４
千
26
万
２
千
円
を
全
額
、
平

成
28
年
度
へ
繰
越
し
た
こ
と
の

報
告
で
す
。

◆
寿
都
町
選
挙
管
理
委
員
会
委

員
及
び
同
補
充
員
の
選
挙
・
・

・
・
・
・
・
・
・
・
原
案
可
決

　

平
成
28
年
６
月
26
日
で
、
４

年
間
の
任
期
満
了
と
な
る
選
挙

管
理
委
員
、
同
補
充
員
を
、
議

会
で
選
挙
（
指
名
推
薦
）
し
た

結
果
、
次
の
方
々
が
当
選
さ
れ

ま
し
た
。（
敬
称
略
）

●
選
挙
管
理
委
員

　
　

本
田　

清
吾
（
再
）

　
　
　
　

字
大
磯
町

　
　

髙
橋　

康
子
（
再
）

　
　
　
　

字
矢
追
町

　
　

本
庄　

俊
一
（
再
）

　
　
　
　

字
矢
追
町

　
　

亀
谷　

仁
志
（
新
）

　
　
　
　

字
歌
棄
町
歌
棄

●
選
挙
管
理
委
員
の
補
充
員

　
　

槌
谷　

和
幸
（
再
）

　
　
　
　

字
磯
谷
町
鮫
取
澗

　
　

吉
田　

豊
通
（
再
）

　
　
　
　

字
歌
棄
町
歌
棄

　
　

高
橋　

晴
夫
（
再
）

　
　
　
　

字
磯
谷
町
島
古
丹

合
規
約
の
変
更
・
・
原
案
可
決

　

こ
れ
ら
３
件
の
規
約
は
、
文

言
の
整
理
や
組
合
を
構
成
す
る

団
体
に
脱
退
が
生
じ
た
た
め
変

更
す
る
も
の
で
す
。

◆
寿
都
町
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー

発
電
機
設
置
工
事
請
負
契
約
・

・
・
・
・
・
・
・
・
原
案
可
決

　

寿
都
町
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー

に
整
備
す
る
非
常
用
発
電
機
設

置
工
事
に
つ
い
て
、
請
負
契
約

を
締
結
す
る
た
め
に
議
決
し
ま

し
た
。

・
契
約
の
方
法

　
　
　
　
　
　

指
名
競
争
入
札

・
契
約
の
金
額　

６
千
210
万
円

・
契
約
の
相
手
方

　
　

岩
内
郡
岩
内
町
字
万
代

　
　

35
番
地
の
５

　
　

第
一
電
設
株
式
会
社

　
　

代
表
取
締
役　

村
田
憲
恒

・
工
期

　
　
　
　

平
成
28
年
12
月
20
日

◆
寿
都
町
特
定
環
境
保
全
公
共

下
水
道
根
幹
的
施
設
の
建
設
工

事
委
託
に
関
す
る
協
定
の
締
結

・
・
・
・
・
・
・
・
原
案
可
決

　

寿
都
町
特
定
環
境
保
全
公
共

下
水
道
根
幹
的
施
設
シ
ー
ク

リ
ー
ン
寿
都
の
設
備
更
新
及
び

マ
ン
ホ
ー
ル
ポ
ン
プ
場
等
の
設

備
更
新
を
行
う
た
め
、
建
設
工

事
委
託
に
関
す
る
協
定
の
締
結

条
例
の
一
部
改
正

議会だより“寿都湾”No.170　＜ 2＞　

単
行
議
案

規
約
の
変
更

専
決
処
分
の
承
認

報　

告

選　

挙



に
つ
い
て
議
決
し
ま
し
た
。

・
協
定
の
概
算
事
業
費

　
　
　
　
　

１
億
３
千
100
万
円

・
工
事
予
定
期
間

　

平
成
28
年
度
か
ら

　

平
成
29
年
度

・
協
定
の
相
手
方

  

東
京
都
文
京
区
湯
島

　
　
　

２
丁
目
31
番
地
27
号

　

日
本
下
水
道
事
業
団

　
　
　

理
事
長　

谷
戸　

善
彦

・
完
成
期
限

　
　

平
成
30
年
３
月
30
日

◆
寿
都
町
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）・
・
・
・
原
案
可
決

　

予
算
総
額
に
１
千
567
万
７
千

円
を
追
加
し
、
総
額
を
49
億
１

千
67
万
７
千
円
と
し
ま
し
た
。

●
補
正
の
主
な
も
の

・
総
務
費
（
ふ
る
さ
と
振
興
基

金
積
立
金
及
び
地
方
公
共
団
体

情
報
シ
ス
テ
ム
機
構
負
担
金
）

　
　
　
　
　
　

206
万
３
千
円
増

・
民
生
費
（
介
護
保
険
事
業
特

別
会
計
繰
出
金
及
び
保
育
園
準

職
員
賃
金
ほ
か
）

　
　
　
　
　
　

260
万
７
千
円
増

・
衛
生
費
（
塵
芥
収
集
車
修
繕

費
及
び
寿
都
診
療
所
準
職
員
賃

金
ほ
か
）　
　

372
万
８
千
円
増

・
土
木
費
（
公
営
住
宅
防
犯
カ

メ
ラ
設
置
工
事
）　

560
万
円
増

・
教
育
費
（
小
中
学
生
扶
助

費
及
び
文
化
セ
ン
タ
ー
電
動

シ
ャ
ッ
タ
ー
修
繕
）

　
　
　
　
　
　

167
万
９
千
円
増

◆
平
成
28
年
度
寿
都
町
介
護
保

険
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）・
・
・
・
原
案
可
決

　

予
算
総
額
に
124
万
円
を
追
加

し
、
総
額
を
４
億
２
千
64
万
円

と
し
ま
し
た
。

●
補
正
の
主
な
も
の

・
総
務
費
（
南
後
志
地
区
介
護

認
定
審
査
会
事
務
委
託
料
）

　
　
　
　
　
　
　
　

124
万
円
増

◆
平
成
28
年
度
寿
都
町
簡
易
水

道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）・
・
・
・
原
案
可
決

　

予
算
総
額
に
100
万
円
を
追
加

し
、
総
額
を
１
億
４
千
660
万
円

と
し
ま
し
た
。

●
補
正
の
主
な
も
の

・
総
務
費
（
鮫
取
澗
配
水
池
架

空
伝
送
ケ
ー
ブ
ル
取
替
工
事
）

　
　
　
　
　
　
　
　

300
万
円
増

◆
平
成
28
年
度
寿
都
町
公
共
下

水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）・
・
・
・
原
案
可
決

　

予
算
総
額
に
200
万
円
を
追
加

し
、
総
額
を
２
億
５
千
890
万
円

と
し
ま
し
た
。

●
補
正
の
主
な
も
の

・
施
設
費
（
合
併
処
理
浄
化
槽

設
置
工
事
）　
　
　

200
万
円
増

　第２回定例会での一般

質問では１名の方から１

項目について質問があり

ました。

■
質　

問

　

そ
れ
で
は
、
泊
原
発
の
安
全

性
と
原
子
力
災
害
の
避
難
計
画

に
つ
い
て
。
副
題
と
し
て
は
、

再
稼
働
は
必
要
な
の
だ
ろ
う
か

と
い
う
こ
と
で
質
問
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　

泊
発
電
所
の
安
全
対
策
に
関

す
る
地
域
説
明
会
が
、
４
月
13

日
に
寿
都
町
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所

の
事
故
を
受
け
て
作
ら
れ
た
新

規
制
基
準
に
沿
っ
た
安
全
対

策
、
地
震
、
津
波
、
森
林
火
災
、

竜
巻
、火
山
な
ど
の
自
然
災
害
、

そ
し
て
事
故
が
起
き
た
時
の
対

応
と
し
て
電
源
の
確
保
、
冷
却

用
の
水
の
確
保
な
ど
に
つ
い
て

詳
し
い
説
明
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
し
か
し
ど
ん
な
に
安
全
対

策
を
行
っ
て
も
事
故
は
起
こ
り

う
る
と
い
う
の
が
、
北
電
の
説

明
の
中
に
あ
り
ま
し
た
。
ま
た

質
問
の
中
で
私
が
、
新
規
制
基

準
は
規
制
委
員
会
の
田
中
委
員

長
が
適
合
性
審
査
で
合
格
し
た

か
ら
と
い
っ
て
、
安
全
性
を
保

証
す
る
も
の
で
は
な
い
と
言
っ

て
い
る
と
い
う
こ
と
で
質
問
し

ま
し
た
。そ
う
す
る
と
回
答
で
、

絶
対
安
全
と
は
言
え
な
い
か
ら

そ
う
言
っ
て
い
る
だ
け
だ
と
い

う
の
が
、
北
電
の
説
明
で
あ
り

ま
し
た
。

　

こ
れ
を
聞
い
て
こ
れ
だ
け
対

策
を
と
っ
て
い
る
か
ら
、
も
う

事
故
な
ん
て
起
こ
ら
な
い
ん
だ

と
い
う
、
そ
う
い
う
安
全
神
話

に
ま
た
陥
っ
て
い
る
の
で
は
な

い
か
と
い
う
心
配
を
持
ち
ま
し

た
。

　

町
長
は
説
明
会
を
ど
の
よ
う

に
受
け
止
め
た
の
で
し
ょ
う

か
。

　

次
に
原
子
力
災
害
時
の
避
難

計
画
に
つ
い
て
で
す
。

　

Ｕ
Ｐ
Ｚ
圏
内
で
は
緊
急
事
態

が
起
き
た
場
合
、
屋
内
退
避
と

な
っ
て
い
ま
す
。
避
難
指
示
が

出
て
初
め
て
30
キ
ロ
圏
外
へ
避

難
す
る
の
で
す
が
、
こ
れ
で
は

被
爆
を
前
提
と
し
た
避
難
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
毎
年
行
わ

れ
て
い
る
原
子
力
災
害
避
難
訓

練
を
見
て
い
て
も
全
町
民
が
安

全
に
避
難
で
き
る
態
勢
に
は

な
っ
て
い
な
い
と
思
い
ま
す
。

昨
年
の
避
難
訓
練
で
は
横
澗
地

区
が
孤
立
し
た
と
い
う
想
定
で

船
に
よ
る
避
難
訓
練
が
行
わ
れ

ま
し
た
が
、
高
台
に
集
落
が
あ

る
地
域
で
す
の
で
自
然
災
害
の

場
合
は
避
難
の
必
要
は
あ
り
ま

せ
ん
。
泊
原
発
が
あ
る
か
ら
こ

そ
避
難
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
で
す
。

　

５
月
３
日
付
の
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
に
よ
っ
て
町
長
は
泊
原
発

再
稼
働
の
賛
成
と
い
う
理
由
に

つ
い
て
火
力
発
電
所
の
ト
ラ
ブ

ル
が
重
な
れ
ば
、
電
力
不
足
が

考
え
ら
れ
る
。
ま
た
電
気
料
金

が
上
昇
し
た
ま
ま
で
は
地
域
経

済
・
住
民
の
生
活
に
影
響
が
あ

る
。
と
い
う
こ
と
で
賛
成
を
さ

れ
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
停
止

以
来
４
年
、
電
力
不
足
は
起
き

て
い
ま
せ
ん
。
ま
た
燃
料
費
が

下
が
っ
て
黒
字
に
な
っ
て
も
電

気
料
は
下
が
っ
て
い
ま
せ
ん
。

再
稼
働
に
向
け
た
安
全
対
策
の

た
め
に
、
か
か
っ
て
い
る
多
額

の
費
用
が
電
気
料
に
上
乗
せ
さ

れ
る
た
め
、
期
待
す
る
ほ
ど
電

気
料
は
再
稼
働
し
て
も
下
が
ら

な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

　

以
上
の
点
か
ら
電
気
を
危
険

な
原
子
力
発
電
に
こ
だ
わ
ら
ず

安
全
な
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
転

換
し
て
い
く
べ
き
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
が
、
町
長
の
お
考

え
を
お
聞
き
し
ま
す
。

●
町　

長

　

幸
坂
議
員
の
ご
質
問
に
お
答

え
い
た
し
ま
す
。

　

１
点
目
の
、
泊
発
電
所
の
安

全
対
策
に
つ
い
て
は
、
福
島
第

一
原
子
力
発
電
所
事
故
の
進
展

を
踏
ま
え
た
新
た
な
規
制
基
準

に
よ
り
、
従
来
の
安
全
対
策
で

あ
る
「
耐
震
・
対
地
震
性
能
」「
設

計
基
準
」
の
大
幅
な
強
化
と
、

こ
れ
ま
で
事
業
者
の
自
主
的
な

取
り
組
み
で
あ
っ
た
「
重
大
事

故
対
策
」
を
義
務
化
す
る
な
ど
、

事
業
者
に
お
け
る
更
な
る
安
全

性
の
向
上
が
図
ら
れ
た
と
こ
ろ

で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
原
子
力
発

電
施
設
は
何
よ
り
も
安
全
性
の

確
保
が
最
優
先
で
あ
り
、
事
業

者
の
責
務
と
し
て
継
続
的
な
安

全
性
の
向
上
に
努
め
て
い
た
だ

く
と
と
も
に
、
国
・
北
海
道
・

関
係
機
関
・
関
係
町
村
が
連
携

し
て
避
難
計
画
、
避
難
訓
練
の
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充
実
強
化
を
図
っ
て
い
く
べ
き

も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

２
点
目
の
原
子
力
災
害
時
の

退
避
等
措
置
計
画
に
つ
い
て
で

ご
ざ
い
ま
す
が
、
原
子
力
発
電

所
立
地
市
町
村
で
あ
る
泊
村
で

震
度
５
弱
以
上
、
も
し
く
は
後

志
管
内
で
震
度
６
弱
以
上
の
地

震
が
発
生
し
、
そ
の
後
の
事
象

の
進
展
に
伴
い
、
原
子
力
発
電

所
の
施
設
外
へ
放
射
性
物
質
が

放
出
さ
れ
、
緊
急
時
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
の
結
果
、
空
間
放
射
線
量

率
が
20
マ
イ
ク
ロ
シ
ー
ベ
ル
ト

毎
時
を
超
え
た
場
合
は
、
１
週

間
以
内
に
一
時
移
転
を
実
施
す

る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

本
町
に
お
い
て
、
平
成
24
年

度
か
ら
実
施
し
て
お
り
ま
す
原

子
力
防
災
訓
練
で
は
、
Ｕ
Ｐ
Ｚ

圏
内
の
住
民
が
円
滑
に
圏
外
へ

避
難
で
き
る
よ
う
、
繰
り
返
し

住
民
避
難
訓
練
を
実
施
す
る
と

と
も
に
、
各
種
啓
発
や
講
習
会

等
を
通
し
て
防
災
意
識
の
向
上

を
図
っ
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
広

域
避
難
先
で
あ
る
札
幌
市
へ
の

住
民
避
難
訓
練
に
つ
い
て
は
、

参
加
さ
れ
る
住
民
へ
の
負
担
等

を
考
慮
し
実
施
は
し
て
お
り
ま

せ
ん
が
、
避
難
の
際
に
は
、
町

有
バ
ス
を
は
じ
め
町
内
で
確
保

で
き
る
車
両
、
北
海
道
の
要
請

で
北
海
道
バ
ス
協
会
が
調
整
・

確
保
す
る
バ
ス
等
に
よ
り
避
難

す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、今
後
、

年
次
計
画
に
よ
り
広
域
避
難
訓

練
を
盛
り
込
む
な
ど
、
北
海
道

と
関
係
自
治
体
で
協
議
し
な
が

ら
、
よ
り
実
効
性
の
あ
る
訓
練

と
な
る
よ
う
取
り
組
ん
で
ま
い

り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　

３
点
目
の
北
海
道
新
聞
の
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
に
つ
き
ま
し
て

は
、
現
在
、
泊
発
電
所
の
停
止

に
伴
い
、
経
年
劣
化
の
進
ん
だ

設
備
を
含
め
た
火
力
発
電
所
の

高
稼
働
が
続
い
て
お
り
、
ト
ラ

ブ
ル
と
重
な
っ
た
場
合
に
、
計

画
通
り
の
電
力
供
給
が
で
き
な

い
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
こ
と
か

ら
、
北
本
連
系
の
強
化
や
道
内

の
送
電
網
の
脆
弱
性
等
、
本
道

が
抱
え
る
電
力
事
情
と
町
民
や

地
元
企
業
等
の
電
気
料
金
の
負

担
増
や
本
町
の
経
済
活
動
に
与

え
る
影
響
等
を
総
合
的
に
勘
案

し
た
場
合
、
現
在
、
審
査
が
行

わ
れ
て
い
る
原
子
力
規
制
委
員

会
で
安
全
性
が
確
保
さ
れ
た
と

判
断
さ
れ
た
発
電
所
に
つ
い
て

は
、
耐
用
年
数
を
条
件
に
再
稼

働
に
つ
い
て
は
現
状
や
む
な
し

と
の
考
え
に
至
っ
て
お
り
ま

す
。
た
だ
し
、
耐
用
年
数
を
経

過
し
た
原
子
力
発
電
施
設
に
つ

き
ま
し
て
は
、
今
後
、
徐
々
に

廃
炉
し
、
将
来
的
に
は
原
発
に

頼
ら
な
い
社
会
を
目
指
す
べ
き

で
あ
り
、
地
球
温
暖
化
防
止
の

観
点
も
含
め
、
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
含
め
た
電
力
政
策
に

転
換
し
て
い
く
べ
き
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

■
再
質
問

　

今
朝
の
新
聞
に
対
応
年
数
40

年
の
原
発
が
さ
ら
に
延
長
さ
れ

る
と
い
う
記
事
が
載
っ
て
お
り

ま
し
た
。
今
の
安
倍
政
権
の
も

と
で
は
そ
う
い
う
こ
と
が
ど
ん

ど
ん
起
こ
っ
て
く
る
の
か
な
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。
安
倍
首
相

は
世
界
一
厳
し
い
規
制
基
準
と

言
っ
て
お
り
ま
す
が
、
そ
れ
は

違
い
ま
す
。
欧
州
で
は
２
重
格

納
容
器
、
コ
ア
キ
ャ
ッ
チ
ャ
ー

の
設
置
、
４
重
の
配
線
回
路
そ

う
い
う
も
の
が
義
務
付
け
ら

れ
て
い
ま
す
。
コ
ア
キ
ャ
ッ

チ
ャ
ー
と
い
う
も
の
は
メ
ル
ト

ス
ル
ー
し
た
場
合
、
溶
け
た
燃

料
を
冷
却
施
設
へ
導
い
て
、
冷

の
は
余
剰
電
力
な
の
に
造
っ
た

原
発
で
す
。
で
す
か
ら
、
原
発

が
足
り
な
く
て
も
十
分
電
気
を

補
え
る
量
の
発
電
だ
と
思
い
ま

す
。
さ
ら
に
４
月
14
日
に
発
生

し
た
熊
本
地
震
は
日
奈
久
断

層
、
布
田
川
断
層
な
ど
複
数
の

断
層
が
連
動
し
て
大
き
な
被
害

が
起
き
て
い
ま
す
。
ま
た
今
回

地
震
が
起
き
た
地
域
は
今
ま
で

地
震
が
な
い
と
い
わ
れ
て
い
た

地
域
で
し
た
。
専
門
家
に
よ
る

と
日
本
中
こ
の
よ
う
な
地
震
は

ど
こ
で
も
起
こ
り
う
る
と
い
う

こ
と
で
す
。
６
月
16
日
に
は
函

館
で
震
度
が
６
弱
の
地
震
が
あ

り
ま
し
た
。
震
源
は
内
浦
湾
と

い
う
こ
と
で
、
内
浦
湾
か
ら
寿

都
湾
に
か
け
て
黒
松
内
低
地
断

層
帯
が
あ
り
、
そ
れ
が
連
動
す

る
と
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
７
・
３

以
上
の
地
震
が
起
き
る
と
い
わ

れ
て
お
り
ま
す
。
16
日
の
地
震

も
わ
ず
か
な
秒
数
だ
っ
た
の
で

し
ょ
う
が
南
西
沖
地
震
の
時
以

来
の
強
い
揺
れ
を
感
じ
ま
し

た
。
い
よ
い
よ
北
海
道
に
も

や
っ
て
き
た
の
か
な
と
思
い
ま

し
た
。
世
界
中
の
地
震
の
10
分

の
１
が
日
本
で
起
き
て
い
る
そ

う
で
す
。
日
本
は
今
活
動
時
期

に
入
っ
て
い
る
と
も
言
わ
れ
て

お
り
、
地
震
が
起
き
て
か
ら
で

は
遅
い
と
思
い
ま
す
。時
間
的
、

空
間
的
、
社
会
的
に
原
発
は
被

害
が
広
ま
り
ま
す
。
他
の
事
故

や
災
害
と
異
質
の
性
質
を
も
ち

却
す
る
た
め
の
装
置
で
、
フ
ラ

ン
ス
の
「
ア
レ
バ
社
が
特
許
を

持
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
装
置
を

設
置
し
て
原
発
を
造
る
た
め
に

は
一
機
１
兆
円
と
言
わ
れ
て
お

り
ま
す
。
日
本
の
原
子
力
発
電

所
は
そ
の
約
半
分
の
値
段
で
で

き
る
ん
で
す
け
ど
、
特
許
を
使

わ
せ
て
も
ら
う
た
め
に
は
か

な
り
高
額
で
そ
れ
を
今
使
っ

て
い
な
い
と
い
う
状
態
で
す

ね
。
避
難
計
画
に
つ
い
て
も
ア

メ
リ
カ
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
の

シ
ョ
ー
ラ
ム
原
発
と
い
う
の
が

１
９
８
４
年
に
完
成
し
た
ん
で

す
け
れ
ど
も
、
大
事
故
が
発
生

し
た
場
合
の
避
難
計
画
に
大
き

な
問
題
が
あ
る
と
い
う
こ
と

で
、
そ
の
地
方
の
住
民
た
ち
が

立
ち
上
が
っ
て
反
対
運
動
を
し

ま
し
て
、
そ
こ
の
自
治
体
も
一

緒
に
な
っ
て
廃
炉
を
申
し
入

れ
、
１
９
８
９
年
に
は
一
度
も

使
わ
ず
に
廃
炉
が
決
定
し
て
お

り
ま
す
。
そ
う
い
う
の
が
世
界

の
流
れ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

北
電
で
は
こ
の
４
年
間
原
発

に
固
執
し
て
、
他
の
発
電
を
導

入
し
て
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ

の
た
め
に
古
い
火
力
発
電
所
を

使
っ
て
い
る
わ
け
で
す
け
れ
ど

も
、
昨
年
の
８
月
石
狩
湾
新
港

に
Ｌ
Ｎ
Ｇ
火
力
発
電
所
を
着
工

し
ま
し
た
。
３
号
機
ま
で
完
成

す
る
と
170
万
キ
ロ
ワ
ッ
ト
で
、

泊
原
発
３
基
分
に
は
少
し
足
り

ま
せ
ん
が
、
泊
３
号
機
と
い
う

ま
す
。
そ
の
立
地
を
許
し
て
し

ま
っ
た
私
た
ち
大
人
の
責
任
と

し
て
廃
炉
に
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
そ
の
点
で
も
う
一
度
町
長

に
意
見
を
伺
い
た
い
と
思
い
ま

す
。

●
町　

長

　

基
本
的
に
は
、
先
ほ
ど
も
お

話
し
し
た
と
お
り
原
発
に
こ
れ

か
ら
も
ず
っ
と
頼
る
か
と
い
う

こ
と
に
は
、
そ
う
で
は
な
い
と

い
う
ふ
う
に
は
思
っ
て
お
り
ま

す
。
た
だ
日
本
の
社
会
を
考
え

て
い
っ
た
と
き
に
、
い
ろ
い
ろ

な
活
動
、
生
活
し
て
い
く
中
で

の
国
の
支
援
、
相
当
国
も
借
金

が
増
え
て
き
て
い
る
中
で
、
や ４月 14 日に発生した熊本地震で崩れ落ちた道路

平成 27 年度北海道原子力防災訓練
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平
成
28
年
第
１
回
臨
時
会
は

５
月
25
日
に
招
集
さ
れ
、
会
期

を
１
日
と
定
め
、
条
例
の
一
部

改
正
３
件
、
単
行
議
案
１
件
を

審
議
し
、同
日
閉
会
し
ま
し
た
。

●
審
議
し
た
案
件

《
条
例
の
一
部
改
正
》

◆
行
政
不
服
審
査
法
の
施
行
に

伴
う
関
係
条
例
の
整
備
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
・
・
・
・
・
・
・
原
案
可
決

　

行
政
不
服
審
査
法
の
施
行
に

伴
い
、
固
定
資
産
評
価
審
査
委

員
会
条
例
の
一
部
改
正
に
係
る

経
過
措
置
の
明
確
化
を
図
る
た

め
、
附
則
を
改
正
す
る
も
の
で

す
。

◆
寿
都
町
税
条
例
等
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
・
・
原
案
可
決

　

地
方
税
法
等
の
改
正
に
伴

い
、
固
定
資
産
税
に
係
る
既
存

の
負
担
軽
減
特
例
措
置
の
整
理

及
び
町
た
ば
こ
税
（
紙
巻
き
た

ば
こ
３
級
品
）
の
特
例
税
率
廃

止
に
係
る
経
過
措
置
の
文
言
整

理
等
の
改
正
を
行
う
も
の
で

す
。

◆
寿
都
町
国
民
健
康
保
険
税
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

・
・
・
・
・
・
・
・
原
案
可
決

　
　
　
　

（
賛
成
８
：
反
対
０
）

　

地
方
税
法
施
行
令
の
一
部
改

正
に
伴
い
、
国
民
健
康
保
険
税

の
賦
課
限
度
額
の
引
き
上
げ
及

び
軽
減
の
対
象
と
な
る
範
囲
が

拡
大
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
改
正

を
行
う
も
の
で
す
。

《
単
行
議
案
》

◆
寿
都
町
防
災
行
政
無
線
デ
ジ

タ
ル
化
整
備
工
事
請
負
契
約

・
・
・
・
・
・
・
・
原
案
可
決

　

防
災
行
政
無
線
の
デ
ジ
タ
ル

化
整
備
を
行
う
も
の
で
、
工
事

概
要
は
、
役
場
２
階
無
線
室
の

改
修
や
親
局
、
遠
隔
制
御
局
の

設
置
、
屋
外
拡
声
子
局
31
箇
所

の
整
備
や
個
別
受
信
機
１
千
900

台
の
購
入
設
置
と
な
り
ま
す
。

・
契
約
の
方
法

　
　
　
　
　
　

指
名
競
争
入
札

・
契
約
の
金
額

　
　
　
　
　

３
億
５
千
424
万
円

・
契
約
の
相
手
方

　

橋
本
・
第
一
経
常
建
設
共
同 

　
　

企
業
体

　

代
表
者

　
　

札
幌
市
東
区
北
19
条

　
　

東
10
丁
目
３
番
７
号　

　
　

橋
本
電
気
工
事
株
式
会
社

　
　

代
表
取
締
役　

橋
本
耕
二

・
工
期　

平
成
29
年
３
月
20
日

は
り
現
実
を
見
た
と
き
に
き
れ

い
言
だ
け
で
生
活
で
き
れ
ば
い

い
ん
で
す
け
ど
、
な
か
な
か

そ
う
至
ら
な
い
部
分
も
あ
る

と
。
そ
の
中
で
今
、
安
全
基
準

と
い
う
の
を
改
め
て
規
制
し
た

中
で
、
最
善
を
し
た
中
で
、
安

全
と
断
定
し
て
言
っ
て
は
お
り

ま
せ
ん
け
ど
も
、
い
た
し
か
た

な
い
と
い
う
部
分
で
は
な
い
か

な
と
。
で
す
か
ら
早
め
に
先
ほ

ど
言
っ
た
石
狩
湾
の
新
た
な
発

電
も
早
く
稼
働
す
る
よ
う
に
し

て
い
く
べ
き
で
あ
り
ま
し
ょ
う

し
、
基
本
的
に
私
も
安
全
確
保

が
さ
れ
な
い
中
で
原
発
推
進
な

ん
て
話
は
毛
頭
思
っ
て
も
お
り

ま
せ
ん
し
、
そ
う
い
う
や
む
を

得
な
い
中
で
の
原
発
の
再
稼
働

に
マ
ル
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た

と
い
う
こ
と
で
ご
理
解
を
願
い

た
い
と
思
い
ま
す
。

●
幸
坂
議
員

　

国
の
政
策
が
こ
の
よ
う
な
状

況
の
中
で
町
長
も
苦
し
い
立
場

か
な
と
い
う
こ
と
は
十
分
理
解

し
て
お
り
ま
す
。
将
来
的
に
私

は
原
発
推
進
の
安
倍
政
権
を
倒

し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

そ
の
上
で
町
長
と
共
に
廃
炉
を

訴
え
る
日
が
来
る
こ
と
を
信
じ

て
質
問
を
終
わ
り
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

以
上
で
す
。
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